






































































































薄帯は、厚さ約 40 μm、幅最大 120 mm であり、Fe-Si-B-P-Cu を主成分とする溶融合金から単ロール型液体急
冷法により連続鋳造されます。この幅広薄帯を磁心材料としてトランスやモータを作製し、省エネルギー効果を実証す
る研究を本プロジェクトで本格開始しました。　    （超低損失ナノ結晶軟磁性材料研究開発センター長　牧野 彰宏）












































































































































































































































































































































































































































































































































































































処理を施すことで、電磁鋼板に匹敵する 1.84 T の高飽和磁束密度






































































































































処理を施すことで、電磁鋼板に匹敵する 1.84 T の高飽和磁束密度




































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































薄帯は、厚さ約 40 μm、幅最大 120 mm であり、Fe-Si-B-P-Cu を主成分とする溶融合金から単ロール型液体急
冷法により連続鋳造されます。この幅広薄帯を磁心材料としてトランスやモータを作製し、省エネルギー効果を実証す
る研究を本プロジェクトで本格開始しました。　    （超低損失ナノ結晶軟磁性材料研究開発センター長　牧野 彰宏）
表 紙 に つ い て
牧野 彰宏
　2014年5月28日、春の金研講演会が開催され、130名を超える来場者がありました。
　昨年度との変更点として開催期間を2日から1日と短縮し、講演会は午前中から始まり、お昼を挟んで夕方まで5名の講
師に講演いただきました。その内容として、一般講演の部では金研の毛利先生、塚﨑先生そして藤田先生に各研究分野よ
り多様な視点からの講演が行われました。ひきつづき午後は、室蘭工業大学　航空宇宙機システム研究センターの東野
和幸教授による「最近の宇宙輸送系の動向と課題について」と近畿大学工学部長の京極秀樹教授の「金属粉末3Dプリン
タ開発の現状とその可能性」の2つの特別講演が行われ、詰めかけた参加者からも終始活発な質問が寄せられました。そ
の後のポスターセッションも、金研の将来を議論する格好の機会となり有意義な一日となりました。最後に、ご協力くださった関係各位に感謝申し上げます。
金属材料研究所 第127回講演会
今野 豊彦
　第84回 金研夏期講習会が2014年7月28日から30日の三日間にわたり開催されました。今回は講義を「材料フェスタ 
in 仙台」に共催する形で国際センターで行い、実習は金属材料研究所にて６つのテーマで実施いたしました。材料フェス
タは、材料の素晴らしさを主に高校生から大学院生までの若い世代に対して伝えようと東北大学、産業技術総合研究所、
物質・材料研究機構が主催となって開催したイベントで、学生の発表から大学や企業の研究リーダーの講演まで盛況でし
た。今回の夏期講習会はこの一環として開催されたわけですが、企業、公設試、大学等という幅広い機関層から合計３１
名の参加があり、講義や実習の内容も様々な機能材料、社会を支える構造材料、コンピュータや解析技術など多岐にわた
りました。また併せて本間記念賞受賞講演も行われ、本所の伝統である「産業は学問の道場なり」を強く印象づけた三日間となりました。
第84回 東北大学金属材料研究所 夏期講習会
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